
都市居住者の増加により
駐車場の役割は多様化する

大井健成：NPO法人 日本パーキングビジネス協会 副理事長
三井不動産販売株式会社 リパーク事業本部 常務取締役

ゲスト

その業界をリードする企業の取り組みは、業界全体のトレンドや将来に少なからず影響を与えるものだ。パーキング業界でい
えば、リーダー企業に相当するのが「三井のリパーク」を展開する三井不動産販売株式会社だろう。昨年春から同社リパーク
事業本部の指揮を執る大井氏に、業界全体の課題と展望を聞いた。（収録：1月25日）
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特集 パーキング業界の明日
『自転車・バイク・自動車駐車場　パーキングプレス』誌発行人・森井 博が聞く
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第2回JPBパーキンググランプリを受賞した「三井
のリパーク日本橋本町2丁目」の表彰盾

森井 まずは大井さんの来歴から教
えていただけますか。
大井 三井不動産に1978年入社しま
して、以降、いろいろな仕事をやら
せていただきました。一戸建て、マ
ンション、ビル、商業施設の企画開
発、東京神保町の再開発、秘書など
を歴任して最後は名古屋支店の支店
長を務めさせていただきました。
森井 三井不動産販売のほうに移ら
れたのは？
大井 2008年に参りまして、今年で4
年目になります。三井不動産販売は
住宅流通、つまり仲介事業とリパー
クという2本の柱がございまして、
当初3年間、私は住宅流通に携わり
ました。リパーク事業本部へ異動し
たのは昨年4月です。
森井 私は三井不動産グループさん
にはサラリーマンになってからずっ
とお世話になっておりましてね。最

初に入社したIHIでは立駐をやりな
がら、当時、開発されたばかりの水
陸両用車を三井臨港開発さんに納め
させていただいたことがあります。
また、立駐のほうでも三井さんのオ
フィスや商業ビルを中心に納めさせ
ていただきました。その後、私は東
芝に移ってエレベーターや土地取引
などを手がけましてね。その時も引
き続いて三井不動産グループにはお
世話になっていたんです。
大井 そうでしたか、こちらこそあり
がとうございました。
森井 さて、パーキング業界の視点
に立ち返りましょうか。最もホット
な話題なのが、日本パーキングビジ
ネス協会の第2回「パーキンググラ
ンプリ」の金賞を昨年に続き受賞さ
れました、御社の「三井のリパーク
日本橋本町2丁目」ですね（編集部
注:36ページ紹介記事も参照）。
大井 ありがとうございます。
森井 実は私、現在、日本橋室町2丁
目に仮住まいをしておりまして、そ
のマンションが御社の駐車場のす
ぐ近くなんですよ。あの周辺は三
井さんの開発によって、どんどん街
がきれいになってきましたね。た
だ、江戸時代から多くの人が暮ら
してきた日本橋の粋や歴史もそこ
かしこに残されていて、新旧がバ
ランスよく保たれた開発だと感じ
ています。そして、「三井のリパー
ク日本橋本町2丁目」もその街並み
にしっかりとなじんでいますよね。
東海道五十三次のデザインを採用
したフェンスで江戸を意識されて
いる一方で、太陽光発電など先進シ
ステムも備えていらっしゃる。
大井 そうした景観に融合する工夫

もさることながら、重視しているの
が場内の美観ですね。駐車場はどう
しても無機質な場所になりがちです
し、24時間開放されているだけに
メンテナンスにも配慮しないと徐々
に美観を損ねてしまう場合がありま
す。街のあちこちにある公共施設な
のですから、きれいな状態を保つこ
とは駐車場に求められている大切な
役割だと思います。
森井 パーキング業界には、ともすれ
ば収益性を優先するあまり、美観や
メンテナンスがおろそかになってし
まうケースも散見されます。その点、
三井さんの姿勢はやはり見習わなく
てはなりませんね。収益性もさるこ
とながら、近隣地域への配慮、景観
との融合を重視する姿勢は、特に都
市部で駐車場を展開する場合、非常
に大切な視点だと思います。
大井 加えて今回、パーキンググラン
プリで評価いただいた環境への対応
でいえば、昨年の東日本大震災以前
からエコ、節電、CO2削減などは企
業の社会的な責任として求められて
おりましたので、それを具現化した
かたちになりました。
森井 そうですね。その点でも御社
の取り組みを象徴する事業地だと思
います。
大井 また、節電といえば、今回銅賞
を受賞されたスターツアメニティー
さんの「ナビパーク納戸町第一駐車
場」は印象に残りましたね。あちら
はフラップレスでしたので、例えば
急な停電が発生してもフラップ板が
動かず出庫できない、というトラブ
ルは発生しようがない。あの方向も
これからのパーキング業界に必要に
なってくると思います。

近隣地域への配慮、
景観との融合を目指す姿勢
が大切
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フラップレス導入も評価され、JPBパーキンググランプリ銅賞を受賞したスターツアメニティー株式会社の「ナビパーク納戸町第1駐車場」

森井 フラップレスについては、一部
のユーザーが料金を払ってくれない
のではないか？との危惧があります
が、いざ実行するとそれは杞憂だっ
たというケースが大半ですね。私の
ところでも経験があります。ある地
域での駐車場なのですが、社内の反
対を押し切り、収益を度外視しても
構わないということでフラップレス
に改修したところ、結果的に乗り逃
げ率が1％程度になったのです。
大井 それは我々にとって安心して
フラップレスに取り組もうと思わさ
せてくれる数字ですね。
森井 三井さんのほうでもぜひ率先
してやっていただきたいですね。そ
れと、これは警察からJPBへの間
接的な打診なのですが、防犯の意味
で、ナンバー読み取りの防犯カメラ
を設置してほしいという要望もあり
ました。こちらもパーキング業界で
大きな影響力がある三井さんに率先
して設置していただけると、協会と

しては本当にありがたい。お願い事
がばかりですが、ぜひ検討していた
だければ。
大井 ありがとうございます、ぜひ、
検討していきたいと思います。

対応をさせていただいております
が、どれが最も優れた決済手段かと
いえば、将来的には「ETC」になる
のではないかという声がありますよ
ね。高速道路での利用率はかなり高
いので（編集部注:平成24年1/6～
1/12、全国の高速道路での数字を合
算すると約604万台/日で、利用率は
87.3%。国土交通省調べ）、クラウ
ドのようなシステムを構築すれば、
駐車場の精算機を改修せずに駐車料
金をETCに課金できるのではない
だろうか、というわけです。しばら
く前から国土交通省主導で、このシ
ステム実現へ向けての勉強会などが
開かれておりまして、私どもからも
担当者が参加しております。
森井 ETCの駐車料金課金について
は、協会としても高く関心を寄せて
いるところです。
大井 具体的にいつ実現できるか、と
いうところまではたどり着いており
ませんが、いずれにせよパーキング

※「Edy(エディ )」はビットワレット株式会社が管理するプリペイド型電子マネーサービスのブランド

森井 料金の話が出たところで、決済
システムの話題に移りましょうか。
御社ではキャッシュレスに関しても
早くから取り組みが始まっていま
すよね。
大井 はい。クレジットカード対応し
ている事業地が500ヵ所以上、それ
から電子マネー「Edy」（※）対応は
沖縄での普及率が高いということ
で、沖縄県内ほぼすべて約50ヵ所の
事業地で対応しています。
森井 なるほど。かなり高い割合で
すね。
大井 他にもさまざまなカードへの

将来の駐車場料金決済に
ETCを転用する可能性
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三井のリパークは法人専用のキャッシュレス精算（一括請求）サービスを行っている

スマホ（ i Phone、Andro id対応）ユーザーに
対応して、駐車場情報を配信中。これも同社の
先進の取り組みのひとつ
※「 iPhone」商標はアイホン株式会社のライセ
ンスに基づき使用されている
※「Android」はGoogle Inc.の登録商標

業界の方向性がキャッシュレスに
向かうのは間違いないでしょう。ま
た、ETCで駐車料金が課金できれ
ば、フラップレス化も促進できそう
ですしね。

森井 なるほど。それが実現すれば
EVの普及を後押ししそうですね。
大井 そしてパーキング業界にとっ
てもプラス材料になりますね。街中
の駐車場を利用していただく回数が
増えると思います。
森井 先のオートリブに話を戻しま
すと、パリは伝統的に路上駐車が中
心であり、オートリブのEVも同じ
ように路上にステーションが設けら
れているそうで。それを聞いた国土

年の秋から稼動
しています。
大井 それほどの
規模なら、普及の
スピードはかな
り加速していく
はずですね。そ
ういえば先日興
味深い話を聞き
ましてね。ご承
知のとおり、日本
は高齢化社会に突入しており、お年
を召した方の中には、車を運転する
スキルに不安を感じる方も増えてい
ます。その点でいえば、EVはある
程度遠隔操作が可能ということで、
運転に不安を抱える高齢者をサポー
トする機能を備えられるように検
討、研究が進んでいるというのです
ね。ちなみにガソリン車では、必ず
内燃機関が備えられている関係で遠
隔操作が困難だそうで。

森井 キャッシュレス以外の将来へ
の取り組みとしては、駐車場に、車
を停める以外の付加価値をもたせる
こともあろうかと思います。そのあ
たりの取り組みはいかがですか。
大井 約30ヵ所の事業地で、三井物
産系列のカーシェアリング「カレコ」
のスポットを確保しております。ま
た、EV充電設備については、関西
エリアの2ヵ所の事業地で展開して
おります。
森井 EVについては、EVが今後ど
れだけ普及していくかに尽きますよ
ね。EV充電設備を設置していく方
向性は業界全体のコンセンサスなの
ですが、現在はまだ実験段階の域を
出ていませんね。
大井 ところでEVといえば、パリで
は公共交通手段としてEVを大量に
導入していますよね。
森井 「オートリブ」ですね。導入
は約3000台、ステーション数は約
1000ヵ所という大きな規模で、昨

バイク、自転車オーナーの
意識に配慮することが
駐車場の魅力を引き上げる
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自転車の高級化によって、駐車場に
新たな機能が求められる

交通省のある方が「EVのカーシェ
アリングという希少な取り組みは
我々にとって参考になる部分が多
いのだけど、駐車に限っては違いま
すね。路上駐車を日本でやられると
困ってしまいます」とおっしゃって
いましてね。そこで私は「いやいや
日本には街中の至る所にコインパー
キングがあるじゃないですか、その
一画を利用してもらえればいいん
ですよ」と言っておきました。実現
すれば業界にとってはビジネスチャ
ンスが大きく拡大することになりま
す。次世代の乗り物であるEVを停
めるという付加価値が付けられるの
ですから。
大井 確かに駐車場の付加価値は、
我々がさらに追究していかなければ
ならないことですね。駐車場は“来
街者”のための施設であり、その多く
は車で来た方が利用するための場所
です。しかし、昨今では公共交通へ
のシフト、自転車利用、バイク利用、
あるいは徒歩など、街にやって来る
方の移動手段が多様化しています。
その現状に沿うために、駐車場も車

だけでなく自転車、バイクの駐車場
を併設していく必要がありますよ
ね。実際、当社の複数の事業地でも
そうした施設を兼ね備えております
し、グランプリをいただいた日本橋
の駐車場のすぐ脇でもバイクと自転
車を停める場所を併設しています。
森井 いいアイデアですよね。ただ、
一般的には、バイク駐車場の利用率
はまだ若干低いのかな。
大井 そのようですね。ユーザーに
情報が行き渡っていないのかもしれ
ません。
森井 私の経験からいうと、バイク、
自転車のオーナーさんの意識とし
て、ご自分のバイク、自転車をすご
く大切にする、できるだけ人に触ら
せたくない、という考えが強いよう
なんですね。これを象徴する案件が、
以前当社が大阪でつくった立駐とコ
インパーキング、自転車、バイクを
併設した駐車場です。私が自転車・
バイクオーナーの“愛車精神”に注目
して、バイクのスペースに屋根をつ
けさせたところ、あっという間に全
車室の契約が成立しましてね。
大井 ほぉ、それはすごい。
森井 最初の料金設定で、近隣相場
からすると自転車が月額2,000～

3,000円だから、バイクなら5,000
円くらいでしょうかと大阪支店から
打診があった。そこで私は「いやい
や、屋根を付けて月額15,000円に
しなさい」と指示を出したんです。
「社長、その設定ではお客さんが入
りませんよ」といわれましたが、そ
れでも実行させたところ、すぐに埋
まったわけなんです。
大井 自転車も最近のブームで高級
なスポーツバイクが出回っているか
ら、駐輪場を屋根付きにすれば反響
がありそうな気がします。
森井 そうですね。自転車の二段式
ラックは通常なら上段のほうがやや
使い勝手が悪く人気がないものです
が、高級自転車のユーザーにはむし
ろ上段のほうが人気が高いというん
ですね。上段なら他人が触りづらく防
犯上も安心だからというわけです。
大井 なるほど、それは示唆に富んだ
話ですね。つい我々は駐車場、駐輪
場をつくる際は、ユーザーにとって
の利便性やコストばかりに目を向け
がちですが、やはり、最も重要なの
は、お客様の目線に立ったものづく
りです。成熟したマーケットだけに、
忘れてはいけない原点だと痛感しま
した。
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左から東京・新宿の「モード学園コクーンタワー駐車場」「三井のリパーク神宮前5丁目第5」、東京・大
崎の「Think Park Tower」。場所や条例などによっておなじみのP看板のデザイン、カラーリングが変更
されている

森井 私は日本パーキングビジネス
協会の理事長であり、業界にどんど
ん新しい風を吹き込み、発展させて
いくための旗振り役を勤めさせてい
ただいております。ただ、実質的な
進化を支えているのは、当然ながら
個々の会員企業の日々の努力であ
り、その中でも御社のような代表的
な企業の取り組みは大きなインパク
トをもたらします。協会の会員企業
は「三井のリパーク」を手本として、
それを実践することを由としていま
すので、ぜひ、今後ともよろしくお
願い致します。

黄色を使われていますが、事業地の
場所によっては変えられています
よね。
大井 あの濃いグリーンは「目に優し
い」「落ち着いた色合い」でありな
がらもドライバーに分かりやすく、
目立つといった理由から採用してい
るものです。ただ、その土地の景観
条例や近隣住民さまからの声によっ
ては、おっしゃるとおり、一部の事
業地で色使いやパネルのデザインを
変えています。それもまた評価をい
ただいているようですね。
森井 企業としての体裁ばかりを優
先せず、柔軟に対処していく姿勢は
パーキング業界の手本になると思い
ます。各企業が積極的に採りいれて
いってほしいですね。
大井 ありがとうございます。
森井 では最後に、大井さんは、パー
キング業界の課題としてはどんなこ
とが挙げられると思いますか。
大井 先ほども話題にのぼった
キャッシュレス化、フラップレス化、
EV充電設備の設置等々でしょうね。
そしてそれらは、すなわち我々三井
不動産販売が課題としていることと
も合致しています。

森井 駐車場の将来には、国土交通
省が旗を振っている、コンパクトシ
ティの推進が大きく関与してくると
思います。三井不動産グループでは、
活発に都市部の再開発を手がけてい
らっしゃいますが、御社としては、
四輪、二輪の駐車場をどのように位
置づけていきますか。
大井 我々のグループの根幹を成す
住宅事業の観点から言いますと、こ
こ数年、どんどん都心居住のライフ
スタイルが進んでいるんですね。先
ほど森井さんが日本橋のど真ん中
にお住まいという話もありましたが
（笑）、そういう方は間違いなく増え
ています。それだけに、例えば銀座
へ行くのに自転車を使われる方も、
我々の想定以上に増えている。
森井 しかし、銀座では駐輪場が皆無
に等しいんですよね。
大井 そうなんです。じゃあ、その人
たちはどこに自転車を停めているの
か。結局はガードレールにくくりつ
けるなど、歩行者の邪魔になるよう
な場所に置かざるを得ないのが現実
なのです。その問題を解決するため
にも、先ほど話したように駐車場に
駐輪場を併設した施設が、今後ます
ます必要になってきます。そしてそ
れらは都市の美観を損ねず、景観に
融合するデザインを備え、さらにい
えば地下鉄、バスなどの公共交通機
関と有機的に連動するような場所に
あるのが望ましいでしょう。
森井 景観との融合という話でいう
と、三井のリパークさんのP看板は、
ブランドカラーの濃いグリーンと

都心居住者の増加に伴って
駐車場が担うべき使命とは


